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「TAO 計画進捗状況報告-02-」 
 
12 月に入り、今年も残り少なくなりましたが、いかがお過ごしでしょうか。 
さて、少し間隔が開いてしまいましたが、TAO 計画進捗状況報告-02-をお届けいたします。 
 
 
1 ) 研連委員長談話で TAO 計画を支持していただきましたかねてより研連にお願いしていた

TAO 計画への支持表明を、「委員長談話」という形でいただきました。 
１１月１２日の研連で報告されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

2 ) 国立天文台から大学支援経費を配分していただきました今年度の大学支援経費から、TAO ア

タカマ調査費用として２５０万円割り当てていただきました。これは、今回のシーイング調

査のためのシーイングモニター開発費用とその運送費に使いました。シーイング測定につき

ましては、次のニュースでご報告いたします。 
 

3 ) チャナントール山（5600ｍ）の登頂に成功しました。以下は、登頂直後の報告文です。 
"チリ時間 2002 年 11 月 22 日 12:45、我々は標高 5600m 超のチャナントール山の山頂エリア

に初めて足を踏み入れた。頭上に残る地球大気はわずか 0.4 気圧。この場所こそは、我々Ｔ

ＡＯ推進グループが次期望遠鏡建設サイトに選んだ、文字通り宇宙に最も近い場所である。"
理学系研究科天文学教育研究センターと天文学専攻は、チリ共和国のアタカマ地区に、口径

6.5m の新望遠鏡を有する観測所の建設計画を推進している。この計画でもっともユニークな

点のひとつは、観測所の建設地を標高 5000m 超の高地においた点にある。このような高地に

望遠鏡を置くことで、大気中の水蒸気による影響を受けにくい、質の高い天体観測が可能に

なる。つまり、赤外線での観測性能世界一を目指したものである。 
 
１９９９年より、気象衛星データを使った天候条件の調査や現地でのサイトサーベイ、気象

モニタ装置の設置などといった建設サイトの調査活動を続けてきた。これら調査の結果、パ

ンパラボラ平原に立つ単独峰、標高 5680m のチャナントール山が、望遠鏡設置に最も適した

場所であるとの結論を得た。 
 
今回我々（田中、宮田、河野の３名と現地建設会社 Ocegtel の２名）は、サイトの詳細な地

形地質を調査すべく、このチャナントール山頂への登頂を試みた。登頂日の天候は晴れ時々

曇り、高山の強い紫外線を避けるには絶好の天候である。早朝に宿舎を出発した我々は、8:30
ごろ、高度 5080m 地点より登頂を開始した。大気圧は 0.5 気圧を切っており、少し歩いただ

けで息は簡単にあがってしまう。高山病には細心の注意を払いながら、すこしづつゆっくり

と山頂に近づいていく。結局、無酸素での 4 時間にわたる登山の末、12:45 にようやく山頂

エリアに到着した。 
 
山頂エリア調査の結果、頂上付近には南北に 100m 超の平地が確保できることが分かった。

これは望遠鏡建設には十分な広さである。また、山頂からの俯瞰（山頂から見渡したパノラ

マ写真参照）により、西斜面を用いることでアクセス道路が建設可能なことが分かった。こ

れらはＴＡＯ計画を進めるにあたって重要な情報であり、現実的な建設方法のめどをつける

ことができたと考えている。 
 
天候が悪化しつつあることも鑑み、13:30 には頂上を出発、下山の途についた。15:45、麓に

たどりついた際には、登頂メンバーは口々にこう言っていた。 
 
"道路を作って、今度は車で山頂に行こう！" 

 




